
取組内容 実践事例の概要 様式

④
「校内研究主任発！対話的・協働的な教員研修」

・チャットによる振り返りとクラウド上のPPシートでグループの意見を途中経過も含めて共有する
B-1

⑤
「実践内容を校内外に普及するためのICTカフェ」
・対面とオンラインそれぞれの良さを生かしたICT活用促進のための取り組み

B-２

③
「端末の日常的な持ち帰りによる子どもの主体性の発生とユニバーサルデザイン化」

・チャットによる子どもの自発的な学習経験の共有
B-３

①②
「子どもと問いを共有し、学習の進め方を子どもに委ねる授業への挑戦」
・端末の活用によって、子どもは自分たちの力で学び続ける

B-４

④
「ぺーパーレスも１枚から！回議が終われば即配信！『菩小式回議システム』」」
・過渡期を意識した完全ペーパレスへの確かな１歩

B-５
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様式A



【取組内容④】 校内研主任発！対話的・協働的な教員研修

湖南市立菩提寺小学校（滋賀県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

校内研主任の「やってみよう！」 
子どもの学習活動と教員研修は相似形
夏季学習会（大阪）での学びを生かして

夏の校内研修「他者参照」「共同編集」「チャットでの振り返り」→ 即効性と手軽さを体感

校内研から授業の活用へ

先生がよさを実感



【取組内容⑤】 実践内容を校内外に普及するためのICTカフェ

湖南市立菩提寺小学校（滋賀県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

校内研主任「先生の同士のつながりを大切に！」
ICTが得意な先生も苦手な先生も、気軽に授業に
ついて話し合える場をつくりたい。



児童からの提案

【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによる子どもの主体性の発生とユニバーサルデザイン化

湖南市立菩提寺小学校（滋賀県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

ノートか端末か学習で使うものを、自分で選択し、取り
組むようになった。
端末を使う児童の中でも、自分の使いやすいアプリを選
択するようになった。
→教師も子どもも「端末は学ぶ道具」という意識変革

持ち物の見える化

連絡を見た子どもの反応
不適切なコメントや反応は
その都度クラスで確認する

●チャット上で、子どもが提案 ●学びの道具を子どもが選ぶ

●連絡のユニバーサルデザイン化

＜担任の試行錯誤＞
どうすれば子どもたちが
ICTを文房具の１つとし
て使うようになるか？

●子どもによる欠席連絡のデジタル化



【取組内容①②】 子どもと問いを共有し、学習の進め方を子どもに委ねる授業への挑戦

湖南市立菩提寺小学校（滋賀県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

【動画からの気づき】あれ？
江戸時代だけ戦が起きていない！

古墳時代あたり～太平洋戦争までの合戦、紛争、事変な
んかを圧縮した動画作ってみたら、応仁の乱あたりから
大変なことになった。（YouTube）
https://youtu.be/EdZk0hqsUp4

＜子どもたちの学習ノート＞

戦のない世を
作るには、
誰を抑える
必要がある？

「五人組」という学習用語の理解だけでなく、反乱が
起こらないようにするために、このしくみがどのよう
に機能したかを理解している。

１つ１つのしくみがバラバラではなく、全体的に機能し
て、戦のない時代を作ったと理解している。

＜児童が自分で学習スタイルを選択＞

ア)個別 イ)協働

ウ

＜学習の見通し＞

A：５人組って何？
B：やってみよう。
C：隣のB君が悪いことをしていたら、

 A君も罰を受けることになります。
A：え～。いや。B君を見張るな。
B：そういうことじゃない？
A：そっか！

https://youtu.be/EdZk0hqsUp4


【取組内容④】 ぺーパーレスも１枚から！回議が終われば即配信！「菩小式回議システム」

湖南市立菩提寺小学校（滋賀県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-５

子どもの良い姿を撮影

その場で通信を作成 チャットで回議 クラスの
チャットに転送

写真をUSBで校務PCに転送
校務PCで通信を作成

１枚印刷して、回議 児童数分を印刷 クラスで配付
②
③

④ ⑥⑤

①

②
④

③

〇写真がカラー
〇大幅な時間短縮

●チャット上での回議 ●見落とし防止の工夫
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